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﹁
日
中
戦
争
回
避
、
国
交
正

常
化
の
原
点
に
戻
ろ
う
﹂
緊
急

集
会
が
６
月
17
日
、
東
京
・

星
陵
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
国
会
議
員
を
含
む
各
界
の

人
び
と
が
集
ま
っ
た
。
主
催
は

﹁
一
つ
の
中
国
﹂
原
則
の
堅
持

を
求
め
る
緊
急
集
会
実
行
委
員

会
。
司
会
は
松
尾
ゆ
り
・
杉
並

区
議
会
議
員
が
務
め
た
。
︵
４

〜
７
面
に
特
集
︶

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

鳩
山
由
紀
夫
・
元
首
相
は
、
中

国
の
内
政
問
題
で
あ
る
台
湾
問

題
で
﹁
独
立
﹂
を
そ
そ
の
か
す

日
米
の
危
険
な
動
き
に
異
を
と

な
え
、
頼
清
徳
・
台
湾
﹁
総

統
﹂
の
就
任
式
で
の
発
言
に
対

す
る
捉
え
方
が
日
中
間
で
違
う

こ
と
に
触
れ
た
。
日
中
戦
争
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
、
日
中
国

交
正
常
化
の
原
点
に
立
ち
返
る

べ
き
だ
と
明
解
に
述
べ
た
。

　
問
題
提
起
と
し
て
基
調
講
演

を
行
っ
た
孫
崎
享
・
東
ア
ジ
ア

共
同
体
研
究
所
長
︵
元
外
務
省

情
報
局
長
︶
は
、
中
国
と
の
間

で
日
本
の
国
益
を
ど
う
調
整
す

る
か
、
冷
静
で
論
理
的
な
思
考

が
あ
ま
り
に
も
欠
け
て
し
ま
っ

て
い
る
と
指
摘
。
日
中
戦
争
の

歴
史
を
踏
ま
え
た
１
９
７
２
年

の
日
中
共
同
声
明
、
そ
こ
で
確

認
し
た
﹁
一
つ
の
中
国
﹂
原
則

と
い
う
約
束
が
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
し
て
世
界
の
構
造
、
日
中
間

の
関
係
が
大
き
く
変
わ
っ
た
も

と
で
、
﹁
自
分
た
ち
の
国
益
を

考
え
、
ど
う
し
た
ら
平
和
的
に

も
の
ご
と
が
解
決
で
き
る
か
、

先
人
の
知
恵
を
し
っ
か
り
守
っ

て
、
将
来
の
発
展
の
土
台
に
し

て
い
か
な
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
熱
く
語
っ
た
。

　
孫
崎
氏
の
問
題
提
起
を
受
け

て
６
人
の
国
会
議
員
が
登
壇

し
、
政
府
と
の
論
戦
の
経
過
も

踏
ま
え
て
発
言
さ
れ
た
。
伊
波

洋
一
・
参
議
院
議
員
︵
﹁
沖
縄

の
風
﹂
︶
は
﹁
沖
縄
だ
け
で
な

く
、
弾
薬
庫
、
ミ
サ
イ
ル
配
備

な
ど
全
国
で
戦
争
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
対
中
国
貿
易
は
対
米

よ
り
は
る
か
に
大
き
く
岸
田
路

線
は
決
し
て
日
本
の
利
益
に
な

ら
な
い
﹂
、
杉
尾
秀
哉
・
参
議

院
議
員
︵
立
憲
民
主
党
︶
は

﹁
安
保
法
制
制
定
時
か
ら
台
湾

有
事
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
国

会
議
員
の
訪
中
団
を
早
期
に
出

し
て
日
中
関
係
の
パ
イ
プ
を
太

く
し
た
い
﹂
、
原
口
一
博
・
衆

議
院
議
員
︵
立
憲
民
主
党
︶
は

﹁
衰
退
す
る
米
国
に
付
き
従
う

必
要
は
な
い
。
独
立
自
尊
、
平

和
・
善
隣
友
好
で
ア
ジ
ア
の
繁

栄
を
取
り
入
れ
る
日
本
に
す
べ

き
﹂
、
川
内
博
史
・
衆
議
院
議

員
︵
立
憲
民
主
党
︶
は
﹁
戦
争

の
危
機
、
物
価
高
で
国
民
生
活

の
は
困
窮
し
混
迷
す
る
状
況
。

鹿
児
島
で
も
戦
争
準
備
の
カ
ネ

が
落
ち
て
い
る
。
新
し
い
戦
前

と
い
う
状
況
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂
、
大
椿
ゆ
う
こ
・

参
議
院
議
員
︵
社
会
民
主
党
︶

は
﹁
１
月
に
社
民
党
の
訪
中
団

を
出
し
た
。
中
国
側
は
台
湾
有

事
を
叫
ぶ
政
治
家
、
岸
田
政
権

に
大
き
な
懸
念
を
抱
い
て
い

る
。
世
界
の
中
で
日
本
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
政
府
は

自
覚
し
て
い
る
の
か
﹂
、
高
良

鉄
美
・
参
議
院
議
員
︵
﹁
沖
縄

の
風
﹂
、
沖
縄
社
会
大
衆
党
︶

は
、
﹁
沖
縄
の
県
民
所
得
は
復

帰
後
ず
っ
と
最
下
位
。
南
の
玄

関
口
に
ミ
サ
イ
ル
配
備
の
要
塞

は
い
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
を
見
て
外
交
を
や
る
べ
き

だ
﹂
な
ど
と
発
言
し
た
。
ま

た
、
山
崎
誠
・
衆
議
院
議
員

︵
立
憲
民
主
党
︶
、
森
山
浩

行
・
衆
議
院
議
員
︵
立
憲
民
主

党
︶
も
会
場
に
駆
け
付
け
た
。

　
つ
い
で
、
各
界
か
ら
羽
場
久

美
子
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教

授
、
安
河
内
賢
弘
・
も
の
づ
く

り
産
業
労
働
組
合
Ｊ
Ａ
Ｍ
会

長
、
野
平
晋
作
・
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
共
同
代
表
、
棚
田
一
論
・
日

本
青
年
団
協
議
会
事
務
局
長
の

４
氏
が
発
言
し
た
。
羽
場
氏
は

﹁
東
ア
ジ
ア
で
戦
争
が
起
こ
れ

ば
強
大
な
も
の
に
な
る
。
東
ア

ジ
ア
の
戦
争
を
止
め
る
た
め
に

は
国
連
や
日
中
韓
、
欧
州
が
協

力
し
結
束
し
て
い
く
べ
き
だ
﹂

と
問
題
提
起
。
安
河
内
氏
は

﹁
労
働
組
合
が
か
つ
て
戦
争
に

協
力
し
た
と
い
う
反
省
の
上
で

平
和
運
動
を
や
っ
て
き
た
﹂
と

し
て
、
日
中
の
経
済
関
係
は
労

働
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も

重
要
、
労
働
組
合
と
し
て
の
日

中
交
流
を
し
相
互
理
解
を
積
極

【紙面紹介】

社説：「一つの中国」の原則堅持し

　　　　アジアの平和を　　　　（２）

世界・日本のできごと　　　　　（３）

特集：緊急集会での講演・発言

　　　鳩山由紀夫氏、孫崎享氏　（４）

　　　国会議員の発言　　　　　（５）

　　　各界からの発言　　　　　（６）

　　　会場発言、アピール等　　（７）

休憩室　　　　　　　　　　　　（８）

通信：能登半島地震から半年　　（９）

通信：２４春闘後の職場　　　（１０）

党生活　　　　　　　　　　　（１１）

ひと：黒部睦さん　　　　　　（１２）

的
に
進
め
て
い
き
た
い
﹂
と
発

言
。
野
平
氏
は
、
世
界
各
地
で

の
国
際
交
流
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
国
際
関
係
の
リ
ア
ル
な
問

題
や
日
本
の
閉
鎖
性
に
つ
い
て

述
べ
た
。
棚
田
氏
は
中
国
に
対

す
る
加
害
責
任
の
反
省
に
立
っ

て
日
中
青
年
交
流
を
重
視
し
て

き
た
こ
と
を
紹
介
し
、
﹁
外
交

に
携
わ
る
政
治
家
の
役
割
が
重

要
だ
、
青
年
の
学
び
の
場
と
し

て
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に

協
力
し
て
い
き
た
い
﹂
と
発
言

し
た
。

　
会
場
か
ら
は
、
日
本
労
働
党

の
大
嶋
和
広
・
党
中
央
委
員
が

発
言
、
続
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ガ
ザ
攻
撃
・
虐
殺
に
抗
議
し
て

立
ち
上
が
っ
た
﹁
パ
レ
ス
チ
ナ

キ
ャ
ン
プ
﹂
に
集
う
大
学
生
２

人
が
登
壇
し
、
支
援
・
連
帯
を

訴
え
た
。

　
最
後
に
本
集
会
ア
ピ
ー
ル
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
一
同

で
確
認
し
た
。

　
今
回
の
集
会
は
、
岸
田
政
権

が
日
米
軍
事
一
体
化
と
戦
争
準

備
を
具
体
的
に
進
め
、
台
湾

﹁
独
立
﹂
を
画
策
す
る
政
治
家

の
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
国

会
議
員
を
含
む
各
界
の
人
び
と

が
、
日
中
戦
争
回
避
の
た
め
日

中
国
交
正
常
化
の
原
点
に
戻
る

こ
と
の
一
点
で
集
い
、
発
言
し

た
画
期
的
な
集
会
と
な
っ
た
。

日
中
間
の
経
済
、
文
化
を
含
む

各
界
の
民
間
交
流
、
政
治
・
政

党
交
流
を
再
開
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
も
強
調
さ
れ
た
。

　
孫
崎
氏
が
喝
破
し
た
よ
う

に
、
世
界
の
す
う
勢
と
現
実
は

岸
田
政
権
が
い
か
に
時
代
錯
誤

な
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
。
今
回
の
集
会
を
出
発
点

に
、
沖
縄
県
民
は
じ
め
岸
田
政

権
に
抗
し
て
闘
っ
て
い
る
人
び

と
、
青
年
学
生
を
は
じ
め
労
働

運
動
、
知
識
人
な
ど
各
層
の
人

び
と
、
そ
し
て
議
会
内
で
も
闘

う
人
び
と
の
運
動
と
連
携
が
さ

ら
に
強
ま
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
︵
Ｎ
︶


